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「
３
・
11
東
日
本
大
地
震
」
か
ら
一
ケ
月

が
過
ぎ
、
今
回
、
自
治
労
復
興
支
援
活
動
で

福
島
県
相
馬
市
が
対
象
と
聞
き
、
自
分
の
故

郷
で
も
あ
り
、
ぜ
ひ
役
に
立
ち
た
い
思
い
で

参
加
し
ま
し
た
。

故
郷
は
未
だ
に
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防

の
方
々
に
よ
る
不
明
者
の
捜
索
や
瓦
礫
の
撤

去
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
本
当
に
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
か
と
、
目
を
覆
い
た

く
な
る
思
い
で
し
た
。

し
か
し
、
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
悲

観
ば
か
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
町
を
い

か
に
復
興
・
再
建
を
し
て
行
こ
う
と
前
向
き

に
考
え
て
い
る
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
今
ま

で
通
り
の
町
は
作
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
の

町
を
作
っ
て
や
る
と
い
う
同
級
生
た
ち
の
力

強
い
声
を
聞
き
、
「
俺
の
故
郷
は
絶
対
大

丈
夫
だ
」
と
い
う
安
心
感
を
持
ち
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
い
う
形
で
あ
れ
、

故
郷
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
是
非
、
や
り

続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
故
郷
で
あ
る
相
馬
市
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
支
部
・

地
連
の
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
被
災
地
の
避
難
し
て
い
る
方

々
の
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

最
後
に
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

地
震
、
津
波
、
原
発
、
風
評
被
害
と
、
復

興
に
は
か
な
り
の
時
間
が
掛
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
自
治
労
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
様

々
な
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

が
ん
ば
れ
東
北

が
ん
ば
れ
福
島

が
ん
ば
れ
相
馬

自
治
労
都
本
部

災
害
支
援

第
３
グ
ル
ー
プ

４
月
23
日
～
５
月
１
日

福
島
県
相
馬
郡
新
地
町

福
島
県
相
馬
市
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荒
川
支
部

青
木
起
佳

自
治
労
復
興
支
援
活
動
に
今
回
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
期
間
は
４
月
23
日(

土)

～
５
月
１
日(

日)

で
、
派
遣
先
は
福

島
県
相
馬
郡
新
地
町
の
福
田
小
学
校
体
育
館
の
避
難
所
で
し
た
。

福
島
県
と
い
え
ば
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
災
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な
ど
で
強
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
は
福

島
県
も
甚
大
な
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
行
っ
た

避
難
所
も
そ
の
中
の
一
つ
で
、
埒
浜
（
ら
ち
は
ま
）
と
い
う
漁
村

で
、
集
落
が
す
べ
て
津
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

被
災
当
初
は
、
町
役
場
の
職
員
が
各
避
難
所
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
職
員
数
が
少
な
い
の
で
役
所
の
機
能
が
麻
痺
し
な
い
よ

う
急
遽
、
県
職
員
が
避
難
所
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
私
た
ち
自
治
労
職
員
が
入
り
ま
し
た
。
避
難
所

に
よ
っ
て
は
住
民
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
運
営
が
大
変
だ
、
と

聞
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
い
た
福
田
小
学
校
避
難
所

は
、
ま
っ
た
く
問
題
な
く
、
辛
抱
強
く
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
北
人
の
逆
境
に
立
た
さ
れ
た
時
の
忍
耐
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
実
際
の
仕
事
内
容
は
、
所
内
の
事
務
管
理
運
営
で
す

が
所
謂
、
雑
用
係
、
何
で
も
屋
で
す
（
狭
い
体
育
館
に
１
０
０
名

の
被
災
者
に
対
し
て
、
私
た
ち
事
務
局
３
名
で
担
当
し
ま
し

た
）
。
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
入
れ
、
支
援
物
資
の
搬
入
、
ド
ア
の
開

け
た
て
修
繕
、
歌
手
・
楽
団
な
ど
慰
安
訪
問
者
来
所
の
段
取
り
、

３
人
で
力
を
合
わ
せ
て
何
で
も
や
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
い
つ
も
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
気
遣
い
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
、
避
難
所
責
任
者
の
三
宅
さ
ん
で
し
た
。
彼
を
中
心

に
都
市
部
の
人
た
ち
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
気
遣
い
譲
り
合
い
の
気
持
ち
、
礼

儀
正
し
さ
、
私
た
ち
が
つ
い
忘
れ
て
い
た
日
本
人
の
心
を
教
え
て

も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
日
常
の
防
災
に
対
す

る
備
え
を
す
る
こ
と
は
勿
論
な
の
で
す
が
、
日
頃
の
近
所
付
き
合

い
は
も
っ
と
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
本
当
に
近

所
同
士
の
繋
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
被
災
地
の
復
興
活
動
が
続
き
ま
す
。
直

接
現
地
に
行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
今

後
と
も
色
々
な
形
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
労
都
本
部
震
災
支
援
第
３
グ
ル
ー
プ
は
、
４
月
23
日
（
土
）
～
５
月
１
日
（
日
）
ま
で
活
動
し

た
。
第
１
、
第
２
グ
ル
ー
プ
か
ら
継
ぎ
、
主
た
る
活
動
は
、
（
１
）
津
波
で
罹
災
（
り
さ
い
）
し
た
福
島

県
相
馬
郡
新
地
町
・
相
馬
市
内
の
避
難
所
支
援
活
動
、
（
２
）
新
地
町
役
場
で
の
流
出
物
（
位
牌
、
写
真

等
）
の
整
理
、
（
３
）
相
馬
市
内
に
お
け
る
医
療
支
援
活
動
で
あ
る
。

【
流
出
物
の
整
理
等
】

新
地
町
役
場
車
庫
に
て
、
写
真
・
ア
ル
バ
ム
・
卒
業
証
書
な
ど
の
思
い
出
の
品
や
位
牌
等
の
洗
浄
・
整

理
、
整
理
品
の
入
力
・
管
理
作
業
を
行
う
。
新
地
町
臨
時
職
員
を
中
心
に
、
自
治
労
１
～
２
名
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
若
干
名
で
実
施
。

【
医
療
支
援
活
動
】
（
朝
８
時
頃
～
24
時
間
勤
務
）

日
中
は
「
は
ま
ま
す
館
」
（
避
難
者
数
３
８
２
人
）
で
の
保
健
活
動
。
引
継
ぎ
時
の
体
調
不
良
者
リ
ス

ト
に
基
づ
く
声
か
け
、
館
内
で
の
巡
回
等
。
夜
間
は
相
馬
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
待
機
（
仮
眠
体
制
）
。

（
※
自
治
労
都
本
部
震
災
支
援
対
策
本
部
発
行
「
都
本
部
震
災
支
援
ニ
ュ
ー
ス
第
４
号
」
か
ら
抜
粋
・
引
用
）


